
特定非営利活動法人 ROH プロジェクト 定款 

 

第 1 章 総則 

（名称） 

第 1 条 

本法人は、特定非営利活動法人 ROH プロジェクトと称する。 

（英文名：Rights of Happiness Project, 略称：ROH プロジェクト） 

 

（事務所） 

第 2 条 

本法人は、主たる事務所を兵庫県神戸市に置く。 

 

 

第 2 章 目的及び事業 

（目的） 

第 3 条 

本法人は、子どもの成長支援、被災地における復興支援、女性の自立支援などの活動を通じて、社会的に

困難な状況にある人 （々不特定かつ多数）が希望と尊厳を持って生きられる社会の実現を目指し、その生

活の質の向上および地域社会全体の福祉の増進に寄与することを目的とする。 

 

（特定非営利活動の種類） 

第 4 条 

本法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の特定非営利活動を行う。 

(1) 子どもの健全育成を図る活動 

(2) 災害救援活動 

(3) 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

(4) 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 

(5) 社会教育の推進を図る活動 

(6) 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 

(7) 国際協力の活動 

(8) まちづくりの推進を図る活動 

(9) 地域安全活動 

(10) 環境の保全を図る活動 

(11) 経済活動の活性化を図る活動  

(12) 人権の擁護又は平和の推進を図る活動 

(13) 前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動 

 

（事業の種類） 



第 5 条  

本法人は、第 3 条の目的を達成するため、次の特定非営利活動に係る事業を行う。 

(1) 子ども食堂の運営、食育支援事業 

(2) 不登校児を始めとする子どもへの学習支援及び居場所作り事業 

(3) 被災地支援活動および被災地団体への援助・連携事業 

(4) 女性のリーダー育成、スキルアップ研修、起業支援事業 

(5) 女性の自立支援に関するよもぎ製品販売事業 

(6) 育児相談、保健支援等の子ども・家庭支援事業 

(7) 国際交流を含む地域活性化活動 

 

 

第 3 章 会員 

（種別） 

第 6 条  

本法人の会員は、次の 2 種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法（以下「法」という。）上の社員

とする。 

(1) 正会員 本法人の目的に賛同して入会した個人（学生を含む）または団体 

(2) 賛助会員 本法人の目的に賛同し、賛助するために入会した個人または団体 

 

（入会） 

第 7 条  

1. 会員の入会については、特に条件を定めない。 

2. 会員として入会しようとするものは、その旨を文書で代表理事に申し込むものとし、代表理事は正

当な理由がない限り、入会を認めなければならない。 

3. 代表理事は、前項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本人に通

知しなければならない。 

 

（入会金及び会費） 

第 8 条  

会員は、総会において別に定める入会金及び会費を納入しなければならない。 

 

（会員の義務） 

第 9 条 

会員は、本法人の一員として、以下の義務を負うものとする。 

(1) 本法人の目的を理解し、自発的かつ協力的に活動すること。 

(2) 他の会員および支援対象者に対して、礼節をもって接すること。 

(3) 本法人が定めるルールや方針を遵守すること。 

 



（活動の運営） 

第 10 条 

1. 具体的な活動内容は本法人の定期的な会議や情報提供を通じて通知される。 

2. 会員は、活動への参加を希望する際、事前に申し込みを行うこととする。 

 

（会員の資格喪失） 

第 11 条 

会員は、次のいずれかに該当したときは、当然にその資格を喪失する。 

(1) 退会届の提出 

(2) 本人が死亡、若しくは失踪宣告を受けたとき、又は団体の場合は消滅したとき 

(3) 継続して 2 年以上会費を滞納したとき 

(4) 正当な理由なく 1 年以上活動に参加しなかったとき 

(5) その他、除名されたとき 

 

（退会） 

第 12 条 

会員は、退会しようとするときは、その旨を文書で代表理事に提出して任意に退会することができる 

 

（除名） 

第 13 条  

会員が次のいずれかに該当するときは、総会において正会員総数 3 分の 1 以上の同意により会員を除名

することができる。この場合、その会員に対し、議決前に弁明の機会を与えなければならない。 

(1) 法令、定款に違反したとき 

(2) 本法人の名誉をき損し、設立の趣旨に反し、又は秩序を乱す行為をしたとき。 

 

（個人情報の取り扱い） 

第 14 条  

本法人は、会員から取得した個人情報を適切に管理し、活動の目的にのみ使用する。個人情報の漏えいや

不正利用を防止するため、必要かつ適切な安全管理措置を講じる。個人情報を第三者に提供する場合は、

本人の同意を得た上で行うものとする。ただし、法令に基づく場合を除く。詳細は、別途定めるプライバ

シーポリシーに従う。 

 

（拠出金品の不返還）  

第 15 条 

既納の入会金、会費及びその他の拠出金品は、返還しない。 

 

 

第 4 章 役員及び職員 



（役員の種別及び定数） 

第 16 条 

１．本法人に次の役員を置く。 

(1) 理事 3 人以上 5 人以内 

(2) 監事 1 人 

２．理事のうち、1 人は代表理事、2 人は副代表理事とする。 

 

（選任等） 

第 17 条  

1. 役員は、正会員の中から総会において選任する。 

2. 代表理事および副代表理事は理事の互選によって定める。 

3. 役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは 3 親等以内の親族が 1 人を超えて

含まれ、又は当該役員並びにその配偶者及び 3 親等以内の親族が役員総数の 3 分の 1 を超えて含ま

れることになってはならない。 

4. 監事は、理事又は本法人の職員を兼ねることができない。 

 

（職務） 

第 18 条  

1. 代表理事は、本法人を代表し、その業務を統括する。 

2. 代表理事以外の理事は、本法人の業務について、本法人を代表しない。 

3. 副代表理事は、代表理事を補佐し、代表理事が不在のときに代表理事があらかじめ指名した順序に

よって、その職務を代行する。 

4. 理事は、理事会を構成し、この定款及び理事会の議決に基づく本法人の業務を執行する。 

5. 監事は、次に掲げる職務を行う。  

(1) 理事の業務執行の状況を監査すること。  

(2) 本法人の財産の状況を監査すること。 

(3) 前 2 号の規定による監査の結果、本法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若しくは定

款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会又は所轄庁に報告するこ

と。  

(4) 前号の報告をするため必要がある場合には、総会を招集すること。  

(5) 理事の業務執行の状況又は本法人の財産の状況について、理事に意見を述べ、若しくは理事会

の招集を請求すること。 

 

（任期） 

第 19 条 

1. 役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 

2. 前項の規定にかかわらず、任期満了前に、就任後 2 事業年度が終了した後の総会において後任の役

員が選任された場合には、当該総会が終結するまでを任期とし、また、任期満了後後任の役員が選



任されていない場合には、任期の末日後最初の総会が終結するまでその任期を伸長する。 

3. 補欠のため、又は増員により就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期の残存期

間とする。 

4. 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなければなら

ない。 

 

（欠員補充）  

第 20 条 

役員のうち、その定数の 3 分の 1 を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれを補充しなければならな

い。  

 

（解任） 

第 21 条 

役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを解任することができる。こ

の場合、その役員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。 

(1) 心身の故障のため、職務の執行に堪えないと認められるとき。 

(2) 職務上の義務違反その他役員たるにふさわしくない行為があったとき。 

 

（報酬等） 

第 22 条  

1. 役員は、その総数の 3 分の 1 以下の範囲内で報酬を受けることができる。 

2. 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる 。 

3. 前 2 項に関して必要な事項は、総会の議決を経て、代表理事が別に定める。 

 

（事務局及び職員） 

第 23 条  

1. 本法人に、事務を処理するため事務局を設け、事務局長及び必要な職員を置くことができる。 

2. 事務局長その他の職員は、代表理事が任免する。 

 

 

第 5 章 総会 

（種別）  

第 24 条  

本法人の総会は、通常総会及び臨時総会の 2 種とする。  

 

（構成）  

第 25 条  

総会は、正会員をもって構成する。 



 

（権能） 

第 26 条  

総会は、次の事項について議決する。 

(1) 定款の変更 

(2) 役員の選任または解任及び報酬 

(3) 合併 

(4) 事業計画及び予算並びにその変更 

(5) 事業報告及び決算 

(6) 解散 

(7) 入会金および会費の額 

(8) 会員の除名 

(9) その他、理事会が総会に付すべき事項として議決した事項 

 

（開催） 

第 27 条  

1. 通常総会は、毎事業年度 1 回開催する。  

2. 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

(1) 理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。 

(2) 正会員総数の 5 分の 1 以上から会議の目的である事項を記載した書面又は、電磁的方法をもっ

て招集の請求があったとき。 

(3) 第 18 条第 5 項第 4 号の規定により、監事から招集があったとき。  

 

（招集）  

第 28 条 

1. 総会は、前条第 2 項第 3 号の場合を除き、代表理事が招集する。  

2. 代表理事は、前条第 2 項第 1 号及び第 2 号の規定による請求があったときは、その日から 3 0 日以

内に臨時総会を招集しなければならない。  

3. 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面又は電磁的方法によ

り、少なくとも 5 日前までに通知しなければならない。 

 

（議長） 

第 29 条  

総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から選出する。  

 

（定足数）  

第 30 条  

総会は、正会員総数の 2 分の 1 以上の出席がなければ開会することができない。  



 

（議決) 

第 31 条  

1. 総会における議決事項は、第 28 条第 3 項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。  

2. 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、総会に出席した正会員の過半数をもって決し、可否

同数のときは、議長の決するところによる。 

3. 前 2 項の規定にかかわらず、理事又は正会員が総会の目的である事項について提案をした場合にお

いて、当該提案につき正会員全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該

提案を可決する旨の総会の決議があったものとみなす。 

4. 前項の規定により総会の目的である事項の全てについて提案を可決する旨の総会の決議があったも

のとみなされた場合には、その時に当該総会が終結したものとみなす。 

 

（表決権等）  

第 32 条  

1. 各正会員の表決権は、平等なるものとする。  

2. やむを得ない理由のため総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について書面若

しくは電磁的方法をもって表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任することができる。  

3. 前項の規定により表決した正会員は、第 30 条、前条第 2 項、次条第 1 項第 2 号及び第 54 条の適用

については、総会に出席したものとみなす。  

4. 総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わることができない。 

 

（議事録)  

第 33 条  

1. 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。  

(1) 日時及び場所  

(2) 正会員総数及び出席者数(書面又は電磁的方法による表決者及び表決委任者がある場合にあっ

ては、その数を付記すること。) 

(3) 議長の選任に関する事項 

(4) 審議事項  

(5) 議事の経過の概要及び議決の結果  

(6) 議事録署名人の選任に関する事項  

2. 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人 2 人以上が署名、押印しなければ

ならない。  

3. 前 2 項の規定にかかわらず、正会員全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたことに

よって、総会の決議があったとみなされた場合においては、次の事項を記載した議事録を作成しな

ければならない。  

(1) 総会の決議があったものとみなされた事項の内容  

(2) 前号の事項の提案をした者の氏名又は名称  



(3) 総会の決議があったものとみなされた日  

(4) 議事録の作成に係る職務を行った者の氏名 

 

 

第 6 章理事会 

（構成） 

第 34 条  

理事会は、理事をもって構成する。 

 

（権能） 

第 35 条 

理事会は、この定款に定めるもののほか、次の事項を議決する。  

(1) 総会に付議すべき事項  

(2) 総会の議決した事項の執行に関する事項  

(3) 理事の職務  

(4) 事務局の組織及び運営 

(5) 借入金、その他新たな義務の負担及び権利の放棄 

(6) その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項 

 

（開催） 

第 36 条  

理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。  

(1) 代表理事が必要と認めたとき。  

(2) 理事総数の 3 分の２以上から会議の目的である事項を記載した書面又は、電磁的方法をもって招集

の請求があったとき。  

(3) 第 18 条第 5 項第 5 号の規定により、監事から招集の請求があったとき。 

 

（招集) 

第 37 条  

1. 理事会は、代表理事が招集する。  

2. 代表理事は前条第 2 号及び第 3 号の規定による請求があったときは、その日から 30 日以内に理事会

を招集しなければならない。  

3. 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面又は電磁的方法によ

り、少なくとも 5 日前までに通知しなければならない。 

 

（議長） 

第 38 条  

理事会の議長は、代表理事がこれに当たる。 



 

（定足数） 

第 39 条 

理事会は、理事総数の過半数の出席がなければ開会することができない。 

 

（議決）  

第 40 条  

1. 理事会における議決事項は、第 37 条第 3 項の規定によってあらかじめ通知した事項 とする。  

2. 理事会の議事は、出席した理事の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。  

3. 理事が理事会の目的である事項について提案をした場合において、当該提案につき理事の全員が書

面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の理事会の決議があ

ったものとみなす。  

4. 前項の規定により理事会の目的である事項の全てについて提案を可決する旨の理事会の決議があっ

たものとみなされた場合には、その時に当該理事会が終結したものとみなす。 

 

（表決権等）  

第 41 条  

1. 各理事の表決権は、平等なるものとする。  

2. やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について書面又

は電磁的方法により表決することができる。  

3. 前項の規定により表決した理事は、第 39 条及び次条第 1 項第 2 号の適用について、理事会に出席し

たものとみなす。  

4. 理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わることができない。 

 

（議事録）  

第 42 条  

1. 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。  

(1) 日時及び場所  

(2) 理事総数、出席者数及び出席者氏名(書面又は電磁的方法による表決者にあっては、その旨を付

記すること。) 

(3) 審議事項  

(4) 議事の経過の概要及び議決の結果  

(5) 議事録署名人の選任に関する事項  

2. 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人 2 人以上が署名、押印しなければ

ならない。  

3. 前 2 項の規定にかかわらず、理事全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたことによ

って、理事会の決議があったとみなされた場合においては、次の事項を記載した議事録を作成しな



ければならない。  

(1) 理事会の決議があったものとみなされた事項の内容  

(2) 前号の事項の提案をした者の氏名又は名称  

(3) 理事会の決議があったものとみなされた日  

(4) 議事録の作成に係る職務を行った者の氏名 

 

 

第 7 章 資産及び会計 

（資産の構成） 

第 43 条  

本法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。 

(1) 設立当初の財産目録に記載された財産  

(2) 入会金及び会費  

(3) 寄附金品  

(4) 事業に伴う収益  

(5) 資産から生ずる収益  

(6) その他の収益 

 

（資産の管理）   

第 44 条  

本法人の資産は、代表理事が管理し、その方法は、総会の議決を経て、代表理事が別に定める。 

 

（会計の原則）  

第 45 条  

本法人の会計は、法第 27 条各号に掲げる原則に従って行うものとする。 

 

（事業計画及び予算）  

第 46 条  

本法人の事業計画及びこれに伴う予算は、代表理事が作成し、総会の議決を経なければならない。 

 

（暫定予算）  

第 47 条  

1. 前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、代表理事は、理事会の

議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ執行することができる。  

2. 前項の収入支出は、新たに成立した予算に基づくものとみなす。  

 

（予備費の設定及び使用） 

第 48 条  



1. 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることができる。  

2. 予備費を使用するときは、総会の議決を経なければならない。 

 

（予算の追加及び更正） 

第 49 条  

予算議決後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予算の追加又は更正をするこ

とができる。 

 

（事業報告及び決算）  

第 50 条  

1. 本法人の事業報告書、活動計算書、貸借対照表及び財産目録等の決算に関する書類は、毎事業年度終

了後、速やかに、代表理事が作成し、監事の監査を受け、総会の議決を経なければならない。  

2. 決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。 

 

（事業年度）  

第 51 条  

本法人の事業年度は、毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終わる。 

 

（臨機の措置） 

第 52 条  

予算をもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担をし、又は権利の放棄をしよ

うとするときは、理事会の議決を経なければならない。 

 

（利益相反の防止） 

第 53 条 

1. 本法人の理事またはその近親者が、本法人との間で取引その他の契約を締結しようとする場合は、

あらかじめ理事会の承認を得なければならない。 

2. 前項の承認は、当該理事を除いた理事の過半数の賛成により決議する。  

3. 理事は、自己または第三者の利益のために本法人の地位を利用してはならない。 

 

 

第 8 章 定款の変更、解散及び合併 

（定款の変更） 

第 54 条  

本法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の 4 分の 3 以上の多数による議決を経、

かつ、法第 25 条第 3 項に定める以下の事項に係る定款の変更の場合、所轄庁の認証を得なければならな

い。  

(1) 目的  



(2) 名称  

(3) その行う特定非営利活動の種類及び当該特定非営利活動に係る事業の種類  

(4) 主たる事務所及びその他の事務所の所在地(所轄庁の変更を伴うものに限る)  

(5) 社員の資格の得喪に関する事項  

(6) 役員に関する事項 (役員の定数に係るものを除く)  

(7) 会議に関する事項  

(8) その他の事業を行う場合における、その種類その他当該その他の事業に関する事項  

(9) 解散に関する事項(残余財産の帰属すべき者に係るものに限る)  

(10) 定款の変更に関する事項 

 

（解散） 

第 55 条  

1. 本法人は、次に掲げる事由により解散する。  

(1) 総会の決議  

(2) 目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能  

(3) 正会員の欠亡  

(4) 合併  

(5) 破産手続開始の決定  

(6) 所轄庁による設立の認証の取消し  

2. 前項第 1 号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の 4 分の 3 以上の承諾を得なけれ

ばならない。  

3. 第 1 項第 2 号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。 

 

（残余財産の帰属） 

第 56 条  

本法人が解散 (合併又は破産手続開始の決定による解散を除く。)したときに残存する財産は、法第 11 条

第 3 項に掲げる者のうち、解散総会において正会員総数 4 分の 3 以上の議決によって選定した法人に譲

渡するものとする。 

 

（合併） 

第 57 条  

本法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の 4 分の 3 以上の議決を経、且つ、所轄庁

の認証を得なければならない。 

 

 

第 9 章 公告の方法 

（公告の方法）  

第 58 条  



本法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して行う。ただし、法第 28 条の 2

第 1 項に規定する貸借対照表の公告については、この法人のホームページに掲載して行う。 

 

 

第 10 章 雑則  

（雑則）  

第 59 条  

この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、代表理事がこれを定める。  

 

（免責事項） 

第 60 条 

本法人は、会員が活動中または移動中に被った事故、傷害、損害、トラブル等について、故意または重

大な過失がある場合を除き、一切の責任を負わないものとする。 

会員は、活動にあたって自己の健康および安全に十分配慮し、自らの責任においてボランティア活動保

険等への加入を含む適切な安全対策を講じるものとする。 

 

 

附則  

1. この定款は、本法人が所轄庁の認証を受けて設立登記を完了した日から施行する。 

2. 本法人の設立当初の役員は、次に掲げる者とする。 

代表理事 髙取裕子 

副代表理事 道端セイカ 

副代表理事 ドールトン恵世 

監事 舟越さゆり 

3. 本法人の設立当初の役員の任期は、第 19 条第 1 項の規定にかかわらず、成立の日から令和 9 年 6 月

30 日までとする。  

4. 本法人の設立当初の事業計画及び予算は、この定款の規定にかかわらず、設立総会の定めるところ

によるものとする。  

5. 本法人の設立当初の事業年度は、この定款の規定にかかわらず、成立の日から令和 8 年 3 月 31 日

までとする。 

6. 本法人の設立当初の会費は、この定款の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。 

(1) 正会員   入会金 個人 3,000 円、学生 1,000 円、団体 1 口 10,000 円  

年会費 個人 10,000 円 学生 1,000 円、団体 1 口 30,000 円  

(2) 賛助会員 入会金 個人 2,000 円 団体 5,000 円  

年会費 個人 2,000 円 団体 5,000 円  
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設立趣旨書 
 

１ 趣 旨   

現代の子育て環境において、産後うつや虐待、貧困、育児孤立といった課題が深刻化しています。当団

体は医療従事者を複数名有し、代表の髙取は医療従事者として約 20 年間、母子保健の現場で多くの女

性や子どもに関わってきました。特に近年は、産後ケア事業に従事し、「赤ちゃんと 2 人きりの時間が

不安でつらい」「他の母親とつながれて安心した」といった声に接し、孤立が母子に与える影響を痛感

しています。また、厚生労働省の統計によると、児童相談所が対応した子どもへの虐待の件数は令和 5

年度は22万5000件余りと過去最多になるなど、子どもの健やかな成長が脅かされる現状が続いており、

その背景には養育者を取り巻く社会的孤立や経済的困難があると考えられます。 

こうした課題を受けて、当団体はこれまで、被災地支援や子ども食堂支援をはじめ、女性や子ども、さ

らには災害等により困難な状況に置かれた社会的立場の弱い方々への支援活動を行ってまいりました。 

さらに、当団体の副代表理事には、大学院で博士課程に在籍しながら大学で教鞭をとる者や、外国人向

け日本語教師資格を有し、英語教育に 9 年間従事してきた者など、教育・多文化支援の分野において専

門性を持つメンバーが揃っており、学びや成長を支えるための多様な視点と経験を有しています。 

こうした特色を活かし、当団体は単なる「居場所づくり」にとどまらず、子どもたちが安心して過ごし

ながら、学校外でも自由に知識や経験を得られる「学びの場」の提供にも力を入れていきたいと考えて

います。 

神戸市においても、教師の負担軽減を目的とした部活動の地域移行など、教育における地域の役割はま

すます重要性を増しており、令和 7 年の兵庫県教育委員会の報告書にも「地域の教育力の向上」が掲げ

られています。当団体は、こうした流れの中でその一端を担い、地域と連携しながら教育支援を実践で

きる団体であると自負しております。 

今後は、家庭や学校だけでは十分に担いきれない子どもたちの育ちや学びを、地域が支えていけるよう

な仕組みを築き、経済的な事情に関わらず、すべての子どもが参加できる事業を継続的に展開していく

予定です。 

当団体の支援対象は、経済的・社会的に困難な状況にある子どもや女性、災害等により生活基盤を失っ

た方々など、社会的立場の弱い方々です。こうした方々への支援は、短期的な救済だけでなく、地域と

の信頼関係に基づく長期的かつ継続的な関わりが不可欠です。NPO 法人としての認証は、非営利性・

公益性が法律により担保され、行政・教育機関・企業との正式な連携や助成金・寄附金の受け入れが可

能となります。これにより、当団体の専門性（母子保健・教育・多文化支援など）を活かしながら、す

べての子どもや女性が経済的事情に関わらず安心して支援を受けられる体制を安定的に構築できます。

営利法人や任意団体では、こうした公益性の高い活動に必要な信頼性や透明性を十分に担保することが

難しいため、ROH プロジェクトが目指す地域福祉の実現には「特定非営利活動法人」という形態が最

も適していると考えます。 

任意団体として活動する中で、母子を支援する上では信頼関係の構築が不可欠であり、単発的な支援で

は一時的な対応にとどまり、限界があることを痛感しています。こうした課題を乗り越え、行政や地域

との持続的な連携を図っていくためにも、法人格の取得が必要であると強く感じるようになりました。

また、非営利かつ公益性の高い活動を安定的に展開し続けるためには、社会的に信頼される組織体制の

構築が不可欠であると考えています。 

法人化により、事業の安定化と発展を図り、地域に根ざした持続可能な支援活動を展開することが可能

となります。これにより、子どもや女性が孤立せずに安心して暮らせる地域づくりに貢献し、ひいては

地域福祉全体の向上に寄与することを目指します。 

 

２ 申請に至るまでの経過   

2019 年 12 月任意団体「ROH プロジェクト」発足 

2019 年 12 月～2024 年 12 月まで東日本大震災の被災地支援を目的に、毎年、金華山黄金山神社の

清掃・発送支援を行い、継続的に現地支援を行う。 

2025 年 4月石川県珠洲市で復興支援事業兼、子育て支援事業として「子ども食堂支援」にボランテ

ィアとして参加 

2025 年 4月会員間で法人化の意思を確認 
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2025 年 5月設立総会開催 

2025 年 6月石川県鳳珠市宇出津で復興支援事業兼、子育て支援事業として「子ども食堂支援」にボ

ランティアとして参加 

 令和 7 年 7 月 1 日  

 特定非営利活動法人 ROH プロジェクト 
 設立代表者 髙取裕子  



2025 年度事業計画書 

特定非営利活動法人 ROH プロジェクト 

 

1. 基本方針 

法人設立を機に、これまで取り組んできた東日本大震災における被災地復興支援の経験や会員に大学で教鞭

をとっている会員がいるという強みを活かしながら、当団体の主たる活動の対象である「子どもの健やかな

成長を支える環境づくり」を軸に、事業内容の幅を広げていきたいと考えています。 

特に設立初年度においては、令和 6 年に発生した石川県能登半島地震の被災地や地元神戸などにおいて、

「子どもの孤立を防ぐ子ども食堂の支援活動」や「見守り体制の強化に向けた地域連携型の居場所づくり支

援事業」、さらに「学校以外での多様な学びや体験の機会を提供する事業」を重点事業とします。 

これらの活動を通じて、子どもたちが安心して過ごせる場所を確保し、地域とのつながりの中で心身ともに

成長できる環境を整えるとともに、被災地の再生にも寄与してまいります。 

 

【事業内容】 

特定非営利活動法人 ROH プロジェクト 

 

定款の 

事業名 

実施 

時期 

プロジェクト内容 受益対象者 

及び予定人数 

実施場所 収益 

見込み 

子ども食堂の運

営、食育支援事

業 

11 月 子どもに向けた食育兼、防災教室 

石川県能登町の児童館等を会場

に、防災時にも役立つメニューを

調理・体験できる食育教室を実施 

対象地域の児童 

30 名 

石川県 

鳳珠郡 

能登町  

－ 

 

不登校児を始め

とする子どもへ

の学習支援及び

居場所作り事業 

 

2026 年 

3 月 

母子のメンタルヘルスケアや子ど

もの体験型学習を目的とした、不

登校児、その保護者を対象とする

寺子屋事業 

神戸市の不登校

児及びその家族 

5 組 

（15 名まで） 

大阪学院大

学空き教室

にて 

3,000 円 

国際交流を含む

地域活性化活動 

及び、龍谷大学教授によるグロー

バル化に対応した相談、教育支援 

被災地支援活動

および被災地団

体への援助・連

携事業 

12 月 

上旬 

金華山黄金山神社にて清掃活動、

整備支援、記念品等の発送作業を

実施 

－ 宮城県石巻

市 金華山 

－ 



本法人の正会員・理事等を中心に、地域住民・ボランティアと連携して活動を実施します。活動の準備段階

では、協力団体や地域団体との事前調整・打ち合わせを行い、円滑な運営を図ります。また、役割分担を明

確にし、定期的なミーティングや活動記録の共有を通じて、組織的かつ継続的に事業を推進します。 

地域福祉団体や子ども支援団体、教育関係者等と連携し、地域に根ざした協働体制のもとで事業を実施しま

す。活動に関わるボランティアに対しては、必要に応じて研修や事前説明を行い、安心して活動に参加でき

る環境を整備します。 

活動資金については、会費収入や助成金申請のほか、寄付金・物品提供等も活用し、多様な財源の確保に努

めます。本年度は事業収入が少額となっております。来年度の事業として、女性の自立支援に関するよもぎ

蒸しの販売事業を行います。本年度はよもぎの生産と販売に向けて体制作りの段階のため、以上の収益見込

みとなっております。 

会計報告や活動報告を適切に行うことで、運営の透明性を確保し、支援者との信頼関係の構築と継続的な事

業運営を目指します。 

 

【事業実施体制】 

会議に関する事項 

1. 通常総会 年 1 回 

2. 理事会 年 3 回   

 



2026 年度事業計画書 

特定非営利活動法人 ROH プロジェクト 

 

1. 基本方針 

ROH プロジェクトは、医療従事者、理学療法士、現役の博士課程の学生、大学教授、英会話講師など、多

様な分野で専門性を持つ人材が全体の 3 分の 2 を占めており、それぞれが現場で培ってきた知識と経験を

活かせる体制を有しています。 

被災地支援活動においては、医師会との連携が必要とされる場面も多くありますが、当団体には国家資格を

有する代表や会員が在籍しており、現地の関係機関と協力しながら、より専門性の高い支援活動を展開でき

ることが強みです。 

2026 年度は、継続的に取り組んできた被災地などの支援活動に加え、2025 年度から開始した「子どもの体

験型学習」や「グローバル化に対応した相談・教育支援」、「母子へのメンタルケア支援」などをさらに発

展・強化していきます。 

また、会員が所属する大学との連携により、不登校児童への学びの支援や居場所づくりにも取り組み、地域

における学習支援環境の整備を図ります。こうした多角的な事業を通じて、「被災地支援」「女性の自立支

援」「子どもの健やかな成長支援」という当団体の三本柱をより一層推進し、地域に根ざした持続可能な活

動を展開することで、社会課題の解決に貢献してまいります。 

 

【事業内容】 

特定非営利活動法人 ROH プロジェクト 

定款の 

事業名 

実施

時期 

プロジェクト内容 受益対象者 

及び予定人数 

実施場所 収益 

見込み 

不登校児を始め

とする子どもへ

の学習支援及び

居場所作り事業 

毎月

１回 

母子のメンタルヘルスケアや

子どもの体験型学習を目的と

した、不登校児、その保護者

を対象とする寺子屋事業 

神戸市の不登校

児及びその家族 

5 組 

(15 名まで) 

大阪学院

大学空き

教室にて 

－ 

国際交流を含む

地域活性化活動 

及び、龍谷大学教授による

グローバル化に対応した相

談、教育支援 

不登校児を始め

とする子どもへ

の学習支援及び

居場所作り事業 

10 月 石川県能登町「宇出津キッ

ズ見守りハウス」にて子ど

も食堂イベント with ハロ

ウィンパーティー 

内容はプロのモデルやヘア

メイクを誘致し、児童参加

対象地域の 

幼児～児童まで 

100 名 

石川県 

鳳珠郡 

能登町 

－ 



型のファッションショーを

開催し、関連する職業の紹

介や体験を通じて、子ども

の学びや職業理解を促進

し、体験格差の解消を図

る。 

被災地支援活動

および被災地団

体への援助・連

携事業 

5 月 被災地支援事業として傾聴

ボランティアと炊き出し 

理学療法士による体操を行

い、体を動かすイベントを

開催 

10 名 石川県 

鳳珠郡 

能登町 

－ 

被災地支援活動

および被災地団

体への援助・連

携事業 

12 月 金華山黄金山神社にて清掃

活動、整備支援、記念品等

の発送作業を実施 

－ 宮城県 

石巻市  

金華山 

－ 

女性のリーダー

育成、スキルア

ップ研修、起業

支援事業 

5 月 女性の自立支援事業 

被災地の個人事業主の女性

を対象として、自立支援の

情報提供と勉強会の開催、 

自宅にいながら収入を得る

手段として SNS マーケテ

ィングなどを提案。 

開催後はオンラインサポー

ト 

1 回 3,000 円～負担のない

金額にてスタート予定 

（金額は変動する可能性が

あります） 

10 名 石川県 

鳳珠郡 

能登町 

9,000

円 

女性の自立支援

に関するよもぎ

製品販売事業 

9 月 よもぎ蒸し用のよもぎを生

産・販売し、女性の就労機会

を創出し、自立支援につなげ

る。 

5 名  720,000

円 

育児相談、保健

支援等の子ど

も・家庭支援事

業 

8 月 妊娠～産後 5 ヶ月未満を対

象とした助産師による無料

相談会 

5 名 神戸市内

の児童館 

― 

 



※10 月開催のファッションショー開催の補足説明 

子どもたちの「情報格差」や「体験格差」は、将来の進路や自己肯定感に大きく影響すると言われていま

す。そこで本プロジェクトでは、学びや体験の機会として、児童参加型のファッションショーを開催しま

す。 

ファッションショーは、モデル・ヘアメイク・デザイン・音響・演出など、分野の異なる多くの職業人が関

わり合い、一つの作品をつくり上げていく場です。そのため、子どもたちにとって「職業を知る」入り口と

して知識が広がりやすく、多様な学びにつながります。 

特に今回は、子どもが直接体験できる職業として「モデル体験」を取り入れます。モデルというと痩身なイ

メージが先行しがちですが、海外では多様な体型・個性が尊重されています。形は一つではなく自由であっ

てよいことを伝え、自分自身がモデルとして歩く体験を通して「誰であっても誰かの憧れになれる」という

感覚を味わってほしいと考えています。 

このプロジェクトは、子どもたちが新しい世界を知り、自分の可能性を広げ、自分力を育む機会となること

を目的としています。 

 

 

本法人の正会員・理事等を中心に、医療従事者・教育関係者・専門資格を有する会員の強みを活かしつつ、

地域住民や各分野のボランティアと連携して、専門性と実効性の高い活動を実施します。 

活動の準備段階では、被災地の自治体や支援団体、地域の福祉団体・教育機関などとの事前調整・打ち合わ

せを行い、現地の実情に即した円滑な事業運営を図ります。また、プロジェクトごとに役割分担を明確に

し、定期的なミーティングや活動記録の共有を通じて、組織的かつ持続可能な事業推進に努めます。 

特に 2026 年度は、災害支援と並行して「体験型学習」「グローバル化に対応した相談、教育支援」「母子

のメンタルケア」等を含む多分野での事業を予定しているため、分野横断的な協力体制を構築します。 

また、会員が所属する大学との連携により、不登校児支援などの教育分野でも専門的な支援を展開していき

ます。 

 

活動に関わるボランティアに対しては、必要に応じて事前研修や説明会を実施し、安全かつ安心して活動に

参加できる環境を整備します。特に医療的・心理的配慮が求められる現場においては、専門資格者と連携し

ながら適切な指導・フォローを行います。 

活動資金は、会費、事業収益、助成金、寄付等により多様に確保し、会計・活動報告を適切に行うことで、

運営の透明性と信頼性を確保します。 

 

【事業実施体制】 



会議に関する事項 

1. 通常総会 年 1 回 

2. 理事会 年３回   

 



特定非営利活動法人 ROH プロジェクト 

 

2025 年度活動予算書 

2025 年設立の日〜2026 年 3 月 31 日まで 

 

(単位：円) 

科目 金額 

Ⅰ経常収益 

１．受取会費 

   正会員受取会費 

   賛助会員受取会費 

 ―――――――――――― 

 ２．受取寄付金 

   受取寄付金 

 ―――――――――――― 

 

 ３．受取助成金等 

   受取地方公共団体助成金 

   受取民間助成金 

 ―――――――――――― 

 ４．事業収入 

   事業収益 

 ―――――――――――― 

経常収益計 

Ⅱ経常費用 

１．事業費 

（１）人件費 

      給与手当 

      法定福利費 

      人件費計 

   （２）その他経費 

      旅費交通費 

      保険料 

      備品費 

      消耗品費 

      印刷費 

      その他経費計 

    事業費計 

 

 

100,000 

0 

 

 

 

 

 

100,000 

 

 

970,000 

 

 

 

500,000 

 

 

 

3,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,573,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

970,000 

 

 

 

200,000 

300,000 

 

 

3,000 

3,000 

 

 

 

0 

0 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,344,000 

0 

 

1,269,000 

5,000 

30,000 

30,000 

10,000 

1,344,000 

 



２．管理費 

（１） 人件費 

役員報酬 

福利厚生費 

      人件費計 

（２）その他経費 

   通信費 

   印刷費 

   議事品代 

   会議 

   雑費 

     その他経費計 

   管理費計 

  経常費用計 

 当期正味財産増減額 

 設立時正味財産額 

 次期繰越正味財産額 

 

 

100,000 

40,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

260,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,604,000 

140,000 

 

15,000 

10,000 

10,000 

60,000 

25,000 

120,000 

 

 

 

221,000 

 

 

 

221,000 

 

△31,000 

221,000 

190,000 

 

 

【補足説明】 

会費収入は初年度のため少額ですが、今後会員拡大により増加見込みです。 

また事業収益に関して、初年度はよもぎ製品販売事業において準備期間となるため、事業収益が少額

となっております。次年度より販売を開始し、事業収益を拡大していく予定です。 

助成金や寄付金は現在、個人様や企業様より採択をいただいているもの、ならびに見込みを基に算出

しております。 

旅費交通費は、被災地支援ボランティアの人数や宿泊費の実費計算に基づき算出しています。 

資金管理は毎月の会計記録を行い、透明性の高い運営を心掛けます。 

 

 



特定非営利活動法人 ROH プロジェクト 

 

2026 年度活動予算書 

2026 年 4 月 1 日〜2027 年 3 月 31 日まで 

 

（単位：円） 

科目 金額 

Ⅰ経常収益 

１．受取会費 

   正会員受取会費 

   賛助会員受取会費 

 ―――――――――――― 

 ２．受取寄付金 

   受取寄付金 

 ―――――――――――― 

 

 ３．受取助成金等 

   受取地方公共団体助成金 

   受取民間助成金 

 ―――――――――――― 

 ４．事業収入 

   事業収益 

 ―――――――――――― 

経常収益計 

Ⅱ経常費用 

１．事業費 

（１）人件費 

      給与手当 

      法定福利費 

      人件費計 

   （２）その他経費 

      旅費交通費 

      保険料 

      備品費 

      消耗品費 

      印刷費 

      外注費 

      会場代 

 

 

600,000 

0 

 

 

 

 

 

600,000 

 

 

970,000 

 

 

 

1000,000 

 

 

 

729,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,299,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

970,000 

 

 

 

200,000 

800,000 

 

 

729,000 

 

 

 

 

 

50,000 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50,000 

 

1,600,000 

5,000 

25,000 

40,000 

10,000 

500,000 

300,000 



講師謝金 

      その他経費計 

    事業費計 

２．管理費 

（１）役員報酬 

      人件費計 

（２）その他経費 

   通信費 

   印刷費 

   議事品代 

   会議費 

   福利厚生費 

   雑費 

     その他経費計 

   管理費計 

  経常費用計 

当期正味財産増減額 

 前期時正味財産額 

 次期繰越正味財産額 

30,000  

 

2,560,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

377,000 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,937,000 

2,510,000 

 

 

100,000 

100,000 

 

30,000 

20,000 

10,000 

120,000 

50,000 

47,000 

277,000 

 

 

 

190,000 

 

 

190,000 

362,000 

190,000 

552,000 

 

【補足説明】 

事業収益に関して、よもぎ製品販売事業において、現在 2 事業者様と契約を結んでおります。これらの

契約内容を踏まえ、収益の見込みを算出しております。 

資金管理は毎月の会計記録を行い、透明性の高い運営を心掛けます。 

 

 


